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◯メガロドン 

18. 佐野晋一・杉沢典孝・島口 天．2009．青森県下北半島尻屋地域のメガロドン石灰岩．

地質学雑誌 115(2): iii–iv. 

21. 佐野晋一・杉沢典孝・島口 天．2009．青森県下北半島尻屋地域からのメガロドン上

科二枚貝の発見とその地質学的意義．福井県立恐竜博物館紀要 8: 51–57.  
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2. 日本古生物学会（編）．2010．古生物学事典 第 2 版．朝倉書店． 
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◯出版物 （佐野が単独で参加した論文は業績リスト参照） 

2020 年度 

海野 奏．2020．カブトガニの生痕化石の種類とその判別方法．かぶとがに（日本カブトガ

ニを守る会会誌）, 40 号, 26–31. 

 

◯研究発表 

2018 年度 

佐野晋一．手取層群の脊椎動物相はどのぐらい多様なのか．日本古生物学会 2018 年年会（於

東北大学）．（ポスター発表） 

Sano, S., Y. Iba, Tin Tin Latt, A. Kubota, Saw Mu Tha Lay Pa, Thura Oo. 2018. First record 

of rudist bivalves from Cretaceous limestone in the northern part of Myanmar (a preliminary 

report). 日本古生物学会 2018 年年会（於東北大学）．（口頭発表） 

佐野晋一・脇本晃美・後藤道治．2018．福井県大野市の長野地域に分布する“手取層群”より

新たに産出した後期ジュラ紀イノセラムス類（予報）．日本地質学会第 125 年学術大会（於

北海道大学）．（口頭発表） 

 

2019 年度 

海野 奏・大塚健斗・中島保寿．2019．「生きている生痕化石」の形成実験：カブトガニ類生

痕に関する堆積学的・行動学的検討．日本古生物学会 2019 年年会（於静岡大学）．（優秀ポ

スター賞受賞） 

中田健太郎・酒井佑輔・脇本晃美・蜂矢喜一郎・久保田 豪・後藤道治・佐野晋一．2019．

新たなアンモノイド化石に基づく九頭竜層群山原坂層の時代論．日本古生物学会 2019 年年

会（於静岡大学）．（ポスター発表） 

佐野晋一・山田敏弘・長田充弘・大藤 茂・中田健太郎．2019．手取層群と九頭竜層群—模

式地指定・再定義・時代論—．日本古生物学会 2019 年年会（於静岡大学）．（ポスター発表） 

久保見 幸・佐野晋一・山本鋼志・大藤 茂．2019．砕屑性ジルコン U Pb 年代を用いた白

亜系篠山層群の後背地解析．日本地質学会第 126 年学術大会（於山口大学）．（ポスター発

表） 

佐野晋一・山田敏弘・長田充弘・大藤 茂・中田健太郎．2019．「手取層群」の大区分と時代

論について．日本地質学会第 126 年学術大会（於山口大学）．（ポスター発表） 

Sano, S., and K. Nakada. 2019. Boreal molluscan records in the Late Mesozoic strata in East 

Asia provide clues for the paleobiogeographical reconstruction in the mid-latitudes of the 

Northwest Pacific. The 1st Asian Palaeontological Congress (Beijing, China). (invited) 
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久保見 幸・佐野晋一・村上みなみ・大田敬豊・長田 充弘・山本鋼志・大藤 茂．2020．砕

屑性ジルコン年代分布からみる東北日本蝦夷堆積盆の後背地．JpGU-AGU Joint Meeting 

2020: Virtual．（ポスター発表） 

Aftabuzzaman, Md., K. Yomogida, S. Suzuki, H. Takayanagi, A. Ishigaki, S. Machida, Y. 

Asahara, K. Yamamoto, N. Hirano, S. Sano, S. Chiyonobu, D. Bassi and Y. Iryu. Shallow-

water carbonates off Minamitorishima and their depositional settings/history. 2020 年 日本

サンゴ礁学会第 23 回大会．（口頭発表） 

 

2021 年度 

古生物学会 2021 年年会… 

 

 

  


